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学校運営協議会における主な評価内容
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と
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郷
土
を
大
切
に
す
る
学
校

・地域の専門家、外部講師による
郷土教育の推進

・地域人材を活用しての郷土教育の実施
・外部講師を活用してのキャリア教育、プレゼン教育、ICT教
育の実施

・地域イベントへの積極的な関わり
による、地域への愛着と誇りの醸
成

・「生き雛祭り」「位山トレイル」等へのボランティア参加
・「一之宮文化祭」への参画および運営
・地域の活動に進んで関わり、地域に貢献しようとしている
９０％以上

・保小中が連携した一之宮学園構
想の推進

・小中合同運動会、保育実習の実施
・防災教室の実施
・地域の良さに触れ、地域を素敵なところだと感じている
９０％以上

・互いの良さ、価値観の違いを受
け入れ、尊重しあうことができる関
係の構築

・「自分は周りの役に立っている」８０％以上

“やりがい”やできたことに対する
見届け、励ましの実施

・自分にはよいところがある９０％以上

・「にじ色」「本校」における一人ひ
とりに合った支援体制

・にじ色…各月における出席率８５％以上
・本校…専門家の助言をもとにした支援の実施

・何が、どこまでできているのかの
把握、分析をした授業づくり

・各教科アンケートにおいて、それぞれの教科が「わかる」
「とてもわかる」との回答が８０％以上

・議論し考えさせたい内容の絞り込
んだ授業づくり

・各教科アンケートにおいて、それぞれの教科が「好き」「と
ても好き」との回答が８０％以上

・主体的に動くことのできる委員会
活動や係活動の充実

・「なりたい自分に向かって目標をもち、取り組んでいる」
９０％以上
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本年度新たな学校の重点
具体的な実践内容または観点

（手立てとしてどうか、または達成度はどうか）
分析と改善点


